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Researches of gyrotron development have so far progressed toward obtaining high 
frequency and high power radiations. High frequency gyrotrons have been developed for many 
applications. We are developing a high power pulse gyrotron in the sub terahertz frequency 
range as a power source of collective Thomson scattering (CTS) diagnostics on the Large 
Helical Device (LHD) in National Institute for Fusion Science. For this purpose, a gyrotron in a 
high frequency of 350 - 400 GHz with a power level of 100 kW is desired. We have realized 
oscillation around 50 kW in this frequency range at second harmonic with a gyrotron of 
demountable type. Following this gyrotron, a sealed-off type gyrotron was manufactured. 
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図 1   世界の２次高調波動作ジャイロトロンの  
開発状況[3] 
１． これまでのパルスジャイロトロンの開発状況と今後の課題  




二次高調波動作ジャイロトロンの開発状況を示す。LHD での CTS 計測用の光源とし
て求められる条件は、周波数 350～400 GHz、出力 100 kW である。当センターでは、
これまでに二次高調波動作を用いて、周波数 350 GHz、出力 52 kW（TE6,5モード）及
び周波数 390 GHz、出力 37 kW（TE8,5
モード） の発振を達成した[2]。しか





































適化した。共振器半径は 2.99 mm、共振器長は 12 mm 、ビーム半径は 1.9 mm、共振
















ある。HPF のカットオフ周波数は 308 GHz である。図 4 からわかるように、磁場 6.74 T
図 2   (a)組み立て管          (b)封じ切り管  
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と 7.57 T で二次高調波と思われる発振 を確認した。これらの磁場でファブリ・ペロー
干渉計を用いた周波数計測を行った。図 5 にその結果を示す。磁場 6.74 T 及び磁場 7.57 
T で周波数計測を行ったところ、周波数 350 GHz と 393 GHz の単独発振を確認した。
これは TE6,5 モード及び TE8,5 モードの共振周波数とほぼ一致する。 
また二次高調波単独発振を確認した磁場で出力計測を行った。出力計測には水負荷
を用いた。図 6 に TE6,5モードの発振出力のカソード電圧依存性を示す。四角のプロッ
トは封じ切り管での発振出力であり、丸のプロットは組み立て管での発振出力である。































図 4  共振器中心での磁場に対する発
振強度の依存性 この時、カソ
ード電圧 50 kV、ビーム電流 7 A
補助磁場コイル電流 139 A であ
る。 (a) は HPF なし、 (b) は HPF
ありでの計測結果。 






















     封じ切りのジャイロトロン管を製作し、発振実験を行った。新封じ切り管の初期実
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図 6 発振出力のカソード電圧依存性  
図中の値は出力窓や水負荷容器での反射を考慮している。 
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